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平
成
27
年
第
１
回
西
粟
倉
村
議
会
定

例
会
を
３
月
12
日
に
開
会
し
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
総
務
常
任
委
員
会
、
産

業
建
設
常
任
委
員
会
、
各
組
合
議
会
の

報
告
、
例
月
出
納
検
査
報
告
後
、
議
員

発
議
１
件
、
人
事
案
件
１
件
、
条
例
制

定
５
件
、
条
例
改
正
11
件
、
条
例
廃
止

５
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
５
件
、
平

成
27
年
度
各
会
計
の
予
算
10
件
、
平
成

26
年
度
各
会
計
補
正
予
算
10
件
等
が
審

議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

承
認
さ
れ
、
３
月
23
日
に
閉
会
し
ま
し

た
。

い
た
だ
き
、
人
口
基
盤
の
安
定
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
村
で
は
総
合
振
興

計
画
の
策
定
と
同
時
に
産
業
観
光
課
を

設
置
し
、
林
業
を
は
じ
め
と
す
る
産
業

振
興
や
地
域
資
源
の
開
発
を
は
じ
め
観

光
振
興
を
図
っ
て
き
た
。
平
成
25
年
に

は
内
閣
府
よ
り
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」

認
定
、
平
成
26
年
に
は
農
林
水
産
省
よ

り
「
産
業
バ
イ
オ
マ
ス
都
市
」
と
し
て

認
定
。
こ
れ
も
「
百
年
の
森
林
づ
く
り

構
想
」
を
柱
と
し
、
森
林
を
つ
く
ら
れ

た
先
人
方
を
含
め
村
民
と
「（
株
）
森

の
学
校
」
を
は
じ
め
「
木
の
里
工
房　

木
薫
」、「
木
工
房　

よ
う
び
」
等
多
く

の
林
業
再
生
を
夢
見
る
若
者
た
ち
と

の
協
働
に
よ
る
成
果
と
捉
え
て
い
る
。

村
、
森
林
組
合
に
よ
る
山
林
整
備
に
始

ま
り
、
製
造
現
場
で
の
独
自
の
商
品
開

発
や
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
（
消
費
者
）
の

開
拓
な
ど
に
よ
る
林
業
の
六
次
産
業
化

な
ど
、
持
続
可
能
な
林
業
へ
の
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
用
化
で
低
炭

素
社
会
の
実
現
、
ま
た
持
続
的
林
業
の

推
進
で
地
域
振
興
を
図
る
全
国
モ
デ
ル

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
だ
。

ま
た
、
今
年
2
月
に
は
国
土
交
通
省
よ

り
「
重
点
道
の
駅
候
補
」
と
し
て
「
あ

わ
く
ら
ん
ど
周
辺
整
備
計
画
」
が
認
定

さ
れ
、
将
来
は
「
旬
の
里
」
と
の
一
体

化
を
図
り
、
更
に
多
く
の
皆
様
の
交
流

拠
点
と
な
る
よ
う
順
次
整
備
を
行
っ
て

い
く
。
平
成
27
年
度
事
業
は
、「
あ
わ

く
ら
ん
ど
」、「
旬
の
里
」
両
施
設
の
屋

根
へ
太
陽
光
発
電
装
置
と
蓄
電
池
の
設

置
、
ふ
れ
あ
い
公
園
内
へ
の
マ
イ
ク
ロ

水
力
発
電
（
小
規
模
発
電
）
施
設
の
整

備
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

西
粟
倉
村
議
会

西
粟
倉
村
議
会

　

第
１
回
定
例
会

　

第
１
回
定
例
会

●
地
方
創
生
会
議

●
新
庁
舎
構
想

村
長
所
信
表
明(

抜
粋)

　

昨
年
末
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
日
本
の

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
人
口
減
少
の
克

服
と
成
長
力
の
確
保
を
目
標
と
し
て

２
０
１
５
年
度
か
ら
の
５
カ
年
で
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
実
施
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
こ
れ

を
受
け
る
地
方
で
は
地
方
版
の
総
合
戦

略
を
策
定
し
、
目
指
す
べ
き
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
を
設
定
し
実
践
す
る
と
い
う
目

標
ス
キ
ー
ム
（
枠
組
み
を
持
っ
た
計

画
）
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一
極
集
中
を

是
正
し
、
地
方
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
奮
起

を
促
す
も
の
で
あ
る
。
わ
が
西
粟
倉
村

で
は
す
で
に
「
百
年
の
森
林
に
囲
ま
れ

た
、
快
適
で
人
が
輝
く
自
然
と
交
流
の

村
」
と
い
う
将
来
像
を
掲
げ
、「
子
育

て
環
境
の
充
実
強
化
」「
高
齢
者
・
障

害
者
等
支
援
の
充
実
強
化
」「
観
光
に

お
け
る
立
ち
寄
り
機
能
と
交
流
機
能
の

強
化
」「
百
年
の
森
林
づ
く
り
等
を
通

じ
た
（
上
質
な
田
舎
づ
く
り
）」「
公
共

施
設
・
設
備
の
計
画
的
な
維
持
・
改
修
・

整
備
」
等
を
重
点
課
題
と
し
て
第
５
次

西
粟
倉
村
総
合
振
興
計
画
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
平
成
27
年
度
予
算
は
、
総
合

振
興
計
画
に
加
え
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
」
を
強
く
意
識
し
た
も
の
に

な
っ
て
い
る
。
特
に
緊
急
雇
用
創
出
事

業
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
都
市
部
か
ら
の
若
い

人
材
の
流
入
を
促
進
し
、
地
域
社
会
の

新
た
な
担
い
手
と
し
て
村
民
に
な
っ
て

ま
た
、
黄
金
泉
に
引
き
続
き
、
化
石
燃

料
か
ら
の
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
で
村
内
林

地
残
材
を
使
う
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
を
「
あ
わ
く
ら
温
泉
元
湯
」
に
導

入
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　　

平
成
30
年
を
目
途
に
予
定
し
て
い
る

新
庁
舎
の
建
設
は
、
先
日
基
礎
的
な
意
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ま
た
マ
ス
コ
ミ
等
か
ら
注
目
を
頂
い
て

い
る
こ
と
は
村
民
の
誇
り
と
自
信
、
将

来
へ
向
け
て
の
勇
気
に
つ
な
が
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い
る
。
前
道
上
村
長

の
掲
げ
ら
れ
た
「
百
年
の
森
林
構
想
」

は
こ
の
先
50
年
を
見
据
え
て
設
計
さ
れ

た
構
想
で
あ
り
「
持
続
可
能
な
林
業
」

「
上
質
な
田
舎
」
を
理
念
に
地
域
の
持

続
性
を
維
持
す
る
こ
と
が
目
標
で
あ

る
。
し
か
し
、
実
際
は
最
初
の
5
年
が

経
過
し
た
、
ま
だ
ま
だ
船
出
し
た
ば
か

り
の
途
上
の
構
想
で
あ
る
。
地
域
に
若

者
を
呼
び
戻
し
、
先
人
に
よ
っ
て
築
か

れ
た
森
林
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
新

し
い
価
値
を
創
造
し
、
将
来
に
夢
の
描

け
る
地
域
づ
く
り
に
さ
ら
に
邁
進
を
し

て
い
く
覚
悟
で
あ
る
。
議
員
各
位
の
ご

指
導
と
ご
協
力
、
並
び
に
村
民
皆
様
の

ご
理
解
と
一
層
の
お
力
添
え
を
頂
き
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

に
、
実
質
的
な
食
味
の
良
さ
や
科
学
的

な
論
証
に
裏
付
け
ら
れ
た
高
付
加
価
値

米
、
つ
ま
り
ブ
ラ
ン
ド
米
の
創
造
を
柱

と
し
て
西
粟
倉
村
農
業
の
再
生
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
耕
作
地
の
集

約
化
、
作
業
の
機
械
化
と
分
業
化
、
後

継
者
育
成
制
度
、
消
費
者
の
開
拓
と
交

流
の
拡
大
、
水
田
農
業
の
持
続
可
能
性

な
ど
課
題
は
あ
る
が
、
必
ず
道
は
開
け

る
も
の
と
確
信
を
し
て
い
る
。

　

以
上
が
、
平
成
27
年
度
当
初
予
算
の

背
景
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
。

　

私
事
と
な
る
が
、
村
長
と
し
て
の
任

期
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
５
か
月
余
り
と

な
っ
た
。
反
省
す
る
こ
と
や
ま
だ
ま
だ

至
ら
ぬ
と
こ
ろ
も
多
い
と
認
識
を
し
て

い
る
が
、
こ
の
４
年
間
、
概
ね
順
調
に

村
政
を
運
営
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
考

え
て
い
る
。
時
に
叱
咤
激
励
を
い
た
だ

き
、
ま
た
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
議
員
各

位
を
は
じ
め
、
多
く
の
村
民
の
皆
様
に

心
よ
り
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
合
併
問
題
を
契
機
に
こ
の

10
年
間
「
小
さ
な
村
」
を
看
板
に
背
負

い
、
小
さ
い
か
ら
や
れ
る
こ
と
を
念
頭

に
、
積
極
的
に
、
前
向
き
に
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
地
域
活
性
化

モ
デ
ル
と
し
て
、
ま
た
林
業
の
再
生
モ

デ
ル
と
し
て
、
国
や
全
国
の
自
治
体
、

識
調
査
の
為
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
多
く
の
住
民
の
皆
様
か
ら
ご
意

見
、
ご
感
想
な
ど
を
頂
戴
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
結
果
に
つ
い
て
は
集
計
、
分

類
、
分
析
を
し
た
う
え
で
再
び
皆
様
へ

ご
提
示
し
、
皆
様
の
思
い
が
反
映
で
き

る
よ
う
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

今
後
４
、５
年
の
う
ち
に
こ
う
い
っ

た
大
き
な
財
政
需
要
を
か
か
え
る
中
だ

が
、「
子
育
て
環
境
整
備
」、「
高
齢
者

福
祉
住
宅
整
備
」
な
ど
は
猶
予
が
許
さ

れ
な
い
状
況
。
人
口
減
少
が
続
く
中
で

の
出
生
数
の
増
加
、
保
育
児
童
数
の
増

加
等
、
村
に
と
っ
て
は
喜
ば
し
い
傾
向

で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
大
事
な
村
の

宝
で
あ
る
た
め
、
乳
幼
児
を
預
か
る
現

保
育
施
設
拡
充
の
た
め
の
改
修
整
備
を

行
い
、
隣
接
の
旧
森
林
組
合
跡
地
に
園

庭
を
確
保
し
、
幼
児
の
安
全
な
屋
外
保

育
の
場
を
整
備
す
る
。

　

高
齢
者
福
祉
住
宅
は
自
立
生
活
が
困

難
な
高
齢
者
の
た
め
に
村
内
で
の
設
置

を
考
え
て
い
る
。
村
に
は
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
が
無
い
た
め
、
村

外
の
施
設
に
入
居
し
て
い
る
方
は
現
在

32
名
。
５
年
前
と
比
べ
て
も
10
名
あ
ま

り
増
え
、
こ
こ
数
年
急
激
に
増
え
る
傾

向
に
あ
る
。長
年
西
粟
倉
村
に
暮
ら
し
、

近
隣
の
方
と
も
苦
労
を
共
に
生
き
て
来

ら
れ
た
方
々
が
、
自
立
困
難
な
状
況
に

陥
っ
た
と
き
、
安
心
し
て
村
で
暮
ら
せ

る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。
平

成
27
年
度
中
に
は
現
小
規
模
多
機
能
施

設
「
ひ
だ
ま
り
」
の
施
設
の
一
部
を
居

住
棟
に
転
用
す
る
な
ど
、
取
り
急
ぎ
受

け
入
れ
体
制
の
整
備
を
行
い
、
入
居
し

て
い
た
だ
け
る
体
制
を
と
り
た
い
。

　

現
在
「
百
年
の
森
林
構
想
」
を
展
開

中
だ
が
、
一
方
、
水
稲
を
中
心
と
し
た

農
業
の
問
題
も
大
変
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
就
農
者
の
高
齢
化
、
機
械
化
に
よ

る
作
業
コ
ス
ト
増
を
吸
収
で
き
な
い
米

価
の
下
落
な
ど
経
営
環
境
は
著
し
く
悪

化
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
水
田
の
維
持
管

理
そ
の
も
の
が
困
難
と
な
っ
て
く
る
状

況
に
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
農
業
後
継

者
不
在
の
問
題
な
ど
も
あ
り
、
健
全
な

農
地
の
維
持
管
理
に
は
従
前
の
仕
組
み

に
こ
だ
わ
ら
な
い
、
大
胆
な
構
造
改
革

が
必
要
。
そ
こ
で
、
新
た
な
水
田
農
業

の
将
来
像
を
模
索
し
、
若
者
に
と
っ
て

生
産
意
欲
の
湧
き
出
る
よ
う
な
魅
力
あ

る
仕
事
と
し
て
そ
の
価
値
を
高
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
優
れ
た
環
境

か
ら
生
産
さ
れ
る
玄
米
と
い
う
背
景
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◇
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務
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任
委
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会
報
告

◇
産
業
建
設
常
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委
員
会
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◇
各
組
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会
報
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◇
例
月
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納
検
査
報
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12
月
12
日
実
施
分
）

　
　
　
　
　
　
　
（
１
月
16 
日
実
施
分
）

 　
　
　
　
　

  　
（
２
月
17
日
実
施
分
）

　
　
　
　
　
　

   （
３
月
17
日
実
施
分
）

●
保
育
・
介
護

●
農
業
政
策
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◎
可
決
し
た
議
案

《
人
事
案
件
》

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
同
意

　
　

河
野　

文
明
氏
（
新
任
）

             　
　

影
石
九
五
八
番
地
一
一

　
　
（
福
井
勝
己
氏
任
期
満
了
に
よ
る
）

《
議
員
発
議
》

◇
西
粟
倉
村
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

《
条
例
の
制
定
》

◇
西
粟
倉
村
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・

保
育
に
関
す
る
利
用
者
負
担
額
を
定
め

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◇
西
粟
倉
村
保
育
の
必
要
性
の
認
定
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◇
西
粟
倉
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◇
西
粟
倉
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

◇
西
粟
倉
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

《
条
例
の
一
部
改
正
》

◇
西
粟
倉
村
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

◇
西
粟
倉
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

◇
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給

与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

◇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

◇
西
粟
倉
村
太
陽
光
発
電
の
た
め
の
公

共
施
設
の
屋
根
等
の
使
用
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◇
西
粟
倉
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

◇
西
粟
倉
村
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
に
係
る
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◇
西
粟
倉
村
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指

定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及

び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等

に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

◇
西
粟
倉
村
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
係
る
基
準
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◇
西
粟
倉
村
立
西
粟
倉
幼
稚
園
保
育
料

徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◇
林
道
管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

《
条
例
の
廃
止
》

◇
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
に
関

す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

◇
村
長
等
の
給
与
及
び
管
理
職
手
当
等

の
特
例
に
関
す
る 

条
例
を
廃
止
す
る

条
例
に
つ
い
て

◇
西
粟
倉
村
保
健
医
療
福
祉
計
画
策
定

審
議
会
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

◇
西
粟
倉
村
障
害
者
福
祉
計
画
策
定
審

議
会
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

◇
西
粟
倉
村
保
育
の
実
施
に
関
す
る
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

《
そ
の
他
議
決
事
項
》

◇
西
粟
倉
村
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
西
粟
倉
村
林
産
物
需
要
拡
大
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
西
粟
倉
村
青
少
年
学
習
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
西
粟
倉
村
森
の
学
校
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

◇
西
粟
倉
村
木
材
処
理
加
工
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

《
補
正
予
算
》

◇
一
般
会
計
（
第
４
号
）

補
正
額　
　
　
　

四
九
，
二
〇
四
千
円

予
算
総
額
二
，
〇
九
六
，
六
〇
一
千
円

◇
国
保
事
業
会
計
（
第
４
号
）

補
正
額　
　
　
　

△
九
，
四
二
五
千
円

予
算
総
額　
　

二
〇
五
，
〇
六
六
千
円

◇
国
保
診
療
所
会
計
（
第
３
号
）

補
正
額　
　
　
　
　
　

△
一
九
三
千
円

予
算
総
額　
　
　

七
二
，
〇
二
八
千
円

◇
後
期
高
齢
医
療
事
業
会
計（
第
２
号
）

補
正
額　
　
　
　
　
　
　
　

六
二
千
円

予
算
総
額　
　
　

一
九
，
九
〇
四
千
円

◇
介
護
保
険
事
業
会
計
（
第
４
号
）

補
正
額　
　
　
　
　

二
，
一
八
六
千
円

予
算
総
額　
　

二
二
〇
，
〇
三
二
千
円

◇
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計（
第
１
号
）

補
正
額　
　
　
　
　
　
　

一
一
七
千
円

予
算
総
額　
　
　

一
〇
，
六
一
七
千
円

◇
簡
易
水
道
事
業
会
計
（
第
３
号
）

補
正
額　
　
　
　
　
　
　

九
四
六
千
円

予
算
総
額　
　
　

六
四
，
四
八
四
千
円

◇
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計（
第
２
号
）

補
正
額　
　
　
　

△
四
，
五
八
二
千
円

予
算
総
額　
　
　

八
八
，
八
三
七
千
円

◇
観
光
事
業
会
計
（
第
１
号
）

補
正
額　
　
　
　
　

一
，
四
四
〇
千
円

予
算
総
額　
　
　
　

五
，
六
八
七
千
円

◇
森
林
事
業
会
計
（
第
２
号
）

補
正
額　
　
　

△
三
〇
，
五
七
九
千
円

予
算
総
額　
　
　

五
八
，
一
八
七
千
円　
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去
る
２
月
24
日
に
谷
口
の
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
て
、
議
長
杯
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
議
会
チ
ー
ム
も
含
め
６

チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、
選
手
の
み
な

さ
ん
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
十
分

発
揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

《
平
成
27
年
度
予
算
》

一
般
会
計
予
算
審
議
討
論
内
容

◎
反
対
討
論

・
あ
わ
く
ら
グ
リ
ー
ン
リ
ゾ
ー
ト
の
指

定
管
理
施
設
の
委
託
費
四
，
七
四
〇
万

円
だ
が
、
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
努
力

す
る
と
昨
年
も
言
わ
れ
た
が
信
用
で
き

な
い
。
私
は
預
け
る
べ
き
で
な
い
と
判

断
し
て
反
対
。

・
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
代
案
が
あ
る

か
と
い
う
と
難
し
い
が
、
と
ん
で
も
な

い
数
字
、
今
年
と
同
じ
轍
を
踏
む
の
で

は
な
い
か
と
思
い
反
対
。

◎
賛
成
討
論

・
反
対
な
ら
何
か
代
案
を
示
す
な
ど
、

た
だ
の
反
対
で
は
い
け
な
い
。
何
と

か
再
生
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

1
ヶ
月
ご
と
に
議
員
も
執
行
部
も
性
根

を
入
れ
て
見
て
い
き
良
い
形
を
と
れ
る

よ
う
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
。
代
案
論
が

あ
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
見
て
い
っ
て
だ

め
な
ら
早
い
う
ち
に
や
め
る
と
い
う
か

も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
。

・
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
あ
り
き
で
な
く
、

他
の
会
社
も
検
討
い
た
だ
き
た
い
。
今

年
は
共
立
に
預
け
て
み
ん
な
で
舵
取
り

を
執
行
部
か
ら
も
み
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
が
、
一
般
会
計
の
予
算
が
通
ら

な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　
　

自
治
功
労
者
表
彰　

受
賞

　
　

自
治
功
労
者
表
彰　

受
賞

・
私
も
共
立
は
半
信
半
疑
。
し
か
し
、

去
年
は
任
す
方
に
賛
成
し
た
訳
で
我
々

も
す
ご
く
反
省
し
な
い
と
い
け
な
い
。

今
年
度
は
特
に
我
々
も
責
任
を
持
っ
て

重
視
し
て
み
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
。
誰
も
が
こ
ち
ら
が
い
い
と
い
う
施

策
も
な
い
。
こ
れ
で
切
っ
て
し
ま
っ
て

も
本
当
に
い
い
よ
う
に
い
く
か
と
い
う

と
無
理
と
思
っ
て
い
る
の
で
。　
　

　

平
成
27
年
度
の
各
会
計
の
予
算
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。

※
予
算
概
要
に
つ
い
て
は
、
来
月
５
月

号
広
報
を
ご
覧
下
さ
い
。

議
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

議
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

今
後
も
ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活

躍
下
さ
い
。

【
試
合
結
果
】

　

優　

勝　
　
　

猪
之
部　

チ
ー
ム

　

準
優
勝　
　
　

影　

石　

チ
ー
ム

　

３　

位　
　
　

大　

茅　

チ
ー
ム

　

町
村
議
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り

地
域
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功

績
に
よ
り
、
金
田
豊
治
議
員
と
井
上

誠
議
員
が
全
国
町
村
議
会
議
長
会
会

長
蓬
清
二
よ
り
自
治
功
労
者
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。



6広報にしあわくら　4月号

　

平
成
24
年
度
、
３
回
に
わ
た
り
「
西
粟
倉
村
地
域

医
療
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
推
進
協
議
会（
以
降
、協
議
会
）」

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
時
、
先
に
行
っ
た
「
村
民
意

識
調
査
」
を
元
に
、「
医
療
環
境
」「
救
急
搬
送
」「
小

児
医
療
」「
高
齢
者
福
祉
」
の
４
つ
の
視
点
か
ら
協

議
さ
れ
ま
し
た
が
、「
何
が
課
題
な
の
か
」「
ど
う
す

れ
ば
不
安
や
不
満
が
軽
減
で
き
る
の
か
」
と
い
う
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
見
え
て
こ
な
い
こ
と
を
具
体

化
し
て
い
く
な
か
で
、
行
政
か
ら
村
民
に
対
し
て
の

情
報
提
供
の
希
薄
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、
保
健
福
祉
課
で
は
各
地
区
で

の
サ
ロ
ン
活
動
や
健
診
受
診
率
向
上
の
た
め
の
施

策
、
出
前
講
座
を
活
用
し
た
普
及
啓
発
、
子
ど
も
を

抱
え
る
家
族
へ
の
連
絡
体
制
の
強
化
、
そ
し
て
ソ
ー

シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
評
価
導
入
の
検
討
な
ど
様
々
な
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
に
本
村
の
地
域
医
療
に
つ
い
て
、
改

め
て
現
状
把
握
や
、
新
た
な
課
題
の
発
見
、
今
後
の

地
域
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
た
め
、
２

回
に
わ
た
り
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
た
め
に
は
、

医
療
、
介
護
、
地
域
の
支
え
及
び
介
護
予
防
に
つ
い

て
包
括
的
な
視
点
で
と
ら
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
前
回
か
ら
学
ん
で
い
た
た
め
、
今
年
度

の
題
材
を
「
村
の
暮
ら
し
に
お
け
る
医
療
を
考
え
よ

う
」「
西
粟
倉
村
で
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
や
解

決
方
法
及
び
方
向
性
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

■
協
議
会
構
成
員

　

・
診
療
所
医
師
、
訪
問
看
護
師
、

　
　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　

・
区
長
会
、
老
人
ク
ラ
ブ

　

・
民
生
委
員
児
童
委
員
、

　
　

ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員

　

・
家
族
介
護
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
村
議
会

　

・
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
ひ
だ
ま
り

　

・
美
作
保
健
所
、
美
作
市
消
防
本
部
、
村
役
場

■
か
か
り
つ
け
医
療
施
設
に
つ
い
て

　
【
課
題
】

　

・
地
域
に
何
で
も
で
き
る
病
院
が
必
要
で
は
な
い

　
　

か
。
長
く
付
き
合
え
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で

　
　

は
な
い
か
。

　　
【
解
決
方
法
・
方
向
性
】

　

・
大
原
病
院
は
困
難
。
適
材
適
所
で
良
い
。
今
の

　
　

体
制
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

　
　

で
、
そ
の
た
め
に
は
、
近
隣
病
院
と
の
連
携
も

　
　

必
要
に
な
る
。

■
往
診
・
訪
問
診
療
・
訪
問
看
護
・
訪
問

介
護
に
つ
い
て

　
【
課
題
】

　

・
大
原
病
院
は
往
診
を
行
っ
て
い
る
が
、
診
療
所

　
　

は
行
わ
な
い
の
か
。
訪
問
看
護
に
つ
い
て
は
、

　
　

近
年
ま
っ
た
く
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

 

・
慢
性
疾
患
な
ど
、
服
薬
に
対
す
る
ケ
ア
が
課
題
。

　

・
通
院
に
は
「
足
」
が
必
要
。
往
診
が
必
要
な
場

　
　

合
が
あ
る
の
で
は
。

　
【
解
決
方
法
・
方
向
性
】

　

・
本
村
は
地
理
的
に
も
医
療
に
恵
ま
れ
た
環
境
に

　
　

あ
り
、
訪
問
看
護
に
つ
い
て
は
、
大
原
病
院
、

　
　

さ
と
う
記
念
病
院
か
ら
対
応
し
て
も
ら
う
こ
と

　
　

が
で
き
る
。

　

・
地
域
に
密
着
し 

た
診
療
所
の
在
り
方
に
つ
い

　
　

て
、
検
討
が
必
要
。

　

 

・
診
療
所
と
し

　
　

て
、
交
通
面
の

　
　

充
実
に
よ
り
、

　
　

来
診
で
き
る
状

　
　

況
に
あ
る
。
た

　
　

だ
、
ニ
ー
ズ
が

　
　

あ
る
場
合
、
応

　
　

え
ら
れ
て
い
な

　
　

い
の
が
現
状
。

　
　

ニ
ー
ズ
に
応
じ

西
粟
倉
村
の

　
　
　
　

    『  

医 

療
』
に
つ
い
て
考
え
る



7 広報にしあわくら　4月号

　
　

た
体
制
づ
く　
　

　
　

り
が
必
要
。

　

・
訪
問
看
護
体
制

　
　

再
構
築
の
た
め

　
　

に
は
、
マ
ン
パ

　
　

ワ
ー
も
不
可

　
　

欠
。

■
家
族
の
支
え

　
【
課
題
】

　

・
認
知
症
患
者
や
介
護
を
し
て
い
く
う
え
で
、
家

　
　

族
の
力
は
大
事
だ
が
、
不
安
や
負
担
な
ど
そ
れ

　
　

だ
け
で
は
解
決
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。

　

・
働
き
な
が
ら
の
在
宅
医
療
・
介
護
は
難
し
い
。

　

・
老
老
介
護
に
不
安
を
感
じ
る
。

　

・
核
家
族
化
が
進
み
、
家
族
内
で
支
え
る
こ
と
に

　
　

支
障
が
生
じ
て
い
る
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

　
　

ム
（
ｐ
８
【
図
１
】）
の
よ
う
な
絵
を
描
き
に

　
　

く
い
。

　

・
情
報
共
有
の
た
め
の
家
族
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　

ス
ペ
ー
ス
の
不
足
。

　
【
解
決
方
法
・
方
向
性
】

　

・
行
政
の
関
わ
り
と
し
て
、
支
え
て
い
く
う
え

　
　

で
、
家
族
の
状
態
を
早
め
に
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ　

　
　

と
が
大
事
。

　

・
在
宅
と
施
設
を
上
手
に
活
用
し
て
い
く
。
そ
の　

　
　

た
め
に
、
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
こ
と
と
、

　
　

で
き
な
い
こ
と
の
説
明
を
利
用
者
へ
し
っ
か
り

　
　

行
い
、
本
人
や
家
族
が
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
で
き

　
　

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

　

・
大
原
病
院
で
は
、
在
宅
・
病
院
な
ど
医
療
を
選

　
　

択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
一
度
選
択
し

　
　

た
と
し
て
も
変
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
相

　
　

談
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

・
同
じ
境
遇
に
あ
る
家
族
同
士
が
情
報
を
共
有
し

　
　

合
う
。

　

・
村
内
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
建
設
さ
れ
れ
ば
、

　
　

選
択
肢
が
増
え
る
。

■
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

　
【
課
題
】

　

・
病
気
や
介
護
を
予
防
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
【
解
決
方
法
・
方
向
性
】

　

・
個
々
人
が
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
方
法
を
見
つ

　
　

け
る
。

　

・
趣
味
を
持
つ
。

　

・
村
や
各
地
区
で
の
取
り
組
み
を
拡
充
す
る
。

　

・
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
体
力
づ
く
り
を
強
化
す

　
　

る
。

　

・
子
ど
も
を
育
成
し
て
い
く
う
え
で
、
ゲ
ー
ム
や

　
　

ス
マ
ホ
な
ど
や
め
さ
せ
る
の
は
無
理
。
時
代
に

　
　

合
っ
た
方
法
で
行
う
こ
と
が
大
事
で
、
そ
の
た

　
　

め
に
は
親
の
教
育
が
必
要
。

■
医
療
他
全
般
の
意
見

　

・
本
村
は
地
理
的
に
も
医
療
に
恵
ま
れ
た
環
境
に

　
　

あ
り
、
リ
ハ
ビ
リ
は
佐
用
中
央
病
院
が
可
能
。

　
　

ま
た
、小
児
科
は
診
療
所
で
も
定
期
受
診
で
き
、

　
　

産
婦
人
科
に
つ
い
て
も
、
津
山
市
や
鳥
取
市
で

　
　

比
較
的
1
時
間
圏
内
に
あ
る
。

　

・
救
急
体
制
に
つ
い
て
は
、
大
原
病
院
の
受
け
入

　
　

れ
態
勢
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、
安
心
で

　
　

き
る
。

　

・
介
護
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
住
民
か
ら
の
偏

　
　

見
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
温
か
い
目
で
見
守

　
　

っ
て
ほ
し
い
。

　

・
皆
今
が
忙
し
く
、
将
来
の
見
通
し
が
立
た
な
い

　
　

た
め
、
医
療
に
対
す
る
考
え
に
ま
で
思
い
が
回

　
　

ら
な
い
。

　

以
上
、
ま
だ
ま
だ
協
議
で
き
て
い
な
い
部
分
も
あ

り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
地
域
医
療
を
考
え
る
モ
チ
ベ
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ー
シ
ョ
ン
が
高
く
、「
医
療
は
地
域
で
支
え
る
。
地

域
医
療
は
地
域
づ
く
り
そ
の
も
の
」
と
い
う
こ
と
が

実
感
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
平
成
24
年
度
の
課
題
で

あ
っ
た
「
情
報
共
有
」
の
面
が
い
ま
だ
不
足
し
て
い

る
、
と
感
じ
て
い
る
意
見
も
多
く
挙
げ
ら
れ
た
こ
と

か
ら
も
、
村
民
の
選
択
肢
を
制
限
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
も
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら･･･　

『
医
療
講
演
会
を
開
催
』

『
医
療
講
演
会
を
開
催
』

　

地
域
医
療
の
現
状
報
告
や
知
識
の
共
有
の
た
め
、

大
原
病
院
院
長
塩
路
康
信
先
生
に
よ
る
講
演
会
を
、

１
月
29
日
と
２
月
26
日
に
開
催
し
、
合
わ
せ
て
約

１
０
０
名
の
方
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

初
回
の
「
西
粟
倉
村
・
美
作
市
の
在
宅
医
療
の
現

状
と
展
望
」
に
つ
い
て
は
、
大
原
病
院
の
特
徴
や
医

療
の
在
り
方
な
ど
を
講
話
さ
れ
ま
し
た
が
、
特
に
在

宅
医
療
に
つ
い
て
は
、「
最
期
ま
で
絶
対
在
宅
と
い

う
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
選
択
肢
の
一
つ
。
途
中

で
施
設
と
い
う
選
択
肢
に
変
え
て
も
よ
い
。
医
療
機

関
・
施
設
・
家
族
も
現
状
を
理
解
し
な
が
ら
み
ん
な

で
支
え
る
こ
と
が
大
切
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

２
回
目
の
「
大
人
に
多
い
救
急
疾
患
と
そ
の
対
応

に
つ
い
て
」
で
は
、
救
急
搬
送
の
受
け
入
れ
体
制
や

地
域
社
会
の
中
で
の
病
院
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て
講

話
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
疾
病
の
症
状
や
そ
の
対
処
方

法
に
つ
い
て
で
は
、
心
停
止
・
脳
血
管
疾
患
・
頭
部

外
傷
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
肺
結
核
・
マ
ム
シ
咬
傷

を
わ
か
り
や
す
い
視
点
で
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

　

本
年
度
の

事
業
全
般
を

通
じ
て
、
本

村
は
、
医
療

環
境
に
恵
ま

れ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て

感
じ
ま
し

た
。
ま
た

村
民
（
患

者
）
の
不
安

を
取
り
除
い

た
り
、
緩
和

し
た
り
す
る

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
、

こ
と
の
で
き
る
施
設
や
医
師
が
近
く
に
い
る
こ
と
も

一
つ
の
要
因
で
す
。
こ
の
よ
う
な
面
で
診
療
所
や
大

原
病
院
の
占
め
る
役
割
は
と
て
も
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
、
美
作
市
医
師
会
主
催
の
も
と
、

多
職
種
連
携
や
医
療
連
携
、
そ
の
他
医
療
資
源
の
在

り
方
に
つ
い
て
な
ど
も
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
こ
の
地
域
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
今
後
、
村
民
と
行

政
が
地
域
医
療
に
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く

の
か
み
な
さ
ん
と
十
分

協
議
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【図１】
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○投票日当日に一定の都合により投票ができない方は、期日前投票をすることができます。
　期日前投票ができる期間　　　４月２２日（水）～２５日（土）
　時間：午前８時３０分から午後８時まで　　　場所：西粟倉村役場
　西粟倉村の未来を決める大事な選挙です。必ず投票に行きましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西粟倉村選挙管理委員会事務局

「西粟倉村議会議員選挙は
　　　　４月 26日（日）が投票日です」

投票時間　：　午前７時から午後６時まで
投票場所　：　いきいきふれあいセンター

西粟倉村診療所では、胃がんの早期発見の一環としてピロリ菌の検査を希望者に行えるようにしました。
◇ピロリ菌に感染すると、抵抗力として菌に対する抗体を作ります。この抗体が血液中にあるかどうか
を調べる検査です。
　健診時に採取する血液を使用するので、負担が軽くすみます。
　（診療所以外で健診を受けられる方は、別に採血が必要になります。）
　検査で抗体が陽性と判定された方は、まず、医療機関を受診し 胃カメラで胃の状態を調べることを
お勧めします。
＊検査費用　８００円
　検査をご希望される方は診療所へお申し込みください。　　　　　電話２７９－２２２０

　ピロリ菌は胃の中に生息している細菌で、胃潰瘍や十二指腸潰瘍、
胃炎、胃がんなどの発病の原因となります。

胃内視鏡・血液検査・尿検査・便検査・呼気試験などの検査で、ピロリ菌に感
染しているかどうか調べることができます。

ピロリ菌は薬で退治することができます。
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  西粟倉村基幹施設建設基本計画策定に伴う
　　　　　住民アンケートから見えてきたもの
　現在、平成 30 年度をめどに老朽化した公共施設の建て替えを検討していますが、現在の施設の不便なと
ころや問題点、新施設建設にあたって特に重視すべきこと、新たにあわせ備えたい施設や機能などについて
1月下旬から 2月上旬にかけて住民アンケートを行いました。
　みなさんから、いただいたたくさんのご意見等については、基幹施設建設計画に、しっかり反映していく
ことはもちろんですが、内容によってはより深く、意見交換を行っていきたいと考えています。

439
47%477

51%

21
2%

高
齢
者
に
配
慮
さ
れ
た
施
設
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

老
朽
化
や
耐
震
性
に
問
題
が
あ
る
た
め
、
来
庁

者
の
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
。

ぼ
ろ
い
、
老
朽
化
。

災
害
が
あ

た
時
に
中
心
に
な
る
べ
き
と
こ
ろ
が

問
題
が
あ
る
の
は
困
る
。
早
急
に
立
て
替
え
を
。

木
の
村
、
木
育
を
推
進
す
る
わ
り
に
木
材
使
用

が
な
い
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ト
で
冷
た
い
感
じ
が
す
る
。

入
り
ず
ら
い
。
暗
い
雰
囲
気
が
あ
る
。

入

て
す
ぐ
受
付
カ
ウ
ン
タ

が
あ
る
の
で
圧

迫
感
が
あ

て
入
り
づ
ら
い
。

窓
口
が
役
場
と
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

２
カ
所
に
あ
る
の
で
利
用
が
面
倒
。

気
軽
に
利
用
で
き
る
憩
い
の
ス
ペ

ス
が
な
い
。

ト
イ
レ
を
使
い
や
す
く
し
て
ほ
し
い
。

相
談
ス
ペ

ス
が
な
い
。
　
　
　
　
　

な
ど

・・・・・･･･････

今
の
ま
ま
で
よ
い
。

こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
と
こ
ろ
。

小
さ
い
の
が
機
能
的
。

国
道
に
面
し
て
い
て
立
ち
寄
り
や
す
い
。

村
の
中
心
に
あ

て
よ
い
。

駐
車
場
か
ら
の
移
動
距
離
が
短
い
。
　

な
ど

図
書
館
は
大
切
な
の
で
よ
り
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

立
て
替
え
が
必
要
。

ぼ
ろ
い
、
使
い
勝
手
が
悪
い
。

調
理
室
を
も

と
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
。

気
軽
に
利
用
で
き
る
憩
い
の
ス
ペ

ス
が
な
い
。

階
段
や
段
差
が
あ
り
利
用
し
や
す
い
施
設
に
し

て
ほ
し
い
。

若
者
が
集
え
る
場
所
の
併
設
。

活
動
す
る
設
備
や
備
品
が
整

て
い
な
い
。な

ど

子
ど
も
館
と
駐
車
ス
ペ

ス
が
近
い
の
で
危
険
。

イ
ベ
ン
ト
時
駐
車
場
が
バ
ラ
バ
ラ
し
て
い
て
利

用
し
づ
ら
い
。

駐
車
場
が
狭
く
、
駐
車
台
数
が
少
な
い
。

公
園
な
ど
の
憩
い
の
屋
外
ス
ペ

ス
が
な
い
。

職
員
と
来
庁
者
の
駐
車
ス
ペ

ス
を
別
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

【
現
役
場
庁
舎
の
問
題
点
】

【
現
役
場
庁
舎
の
良
い
点
】

・・･・・･

入
り
や
す
い
。

学
童
と
図
書
館
が
一
緒
に
あ
る
と
こ
ろ
。

村
の
中
心
に
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

【
現
子
ど
も
館
の
良
い
点
】

・・･【
現
あ
わ
く
ら
会
館
の
問
題
点
】

・・・････・
ち

と
集
ま

て
行
事
や
打
ち
合
わ
せ
が
で

き
る
。

新
し
い
本
が
早
く
入

て
い
る
と
こ
ろ
。
本
が

充
実
し
て
い
る
。

村
の
規
模
と
し
て
は
十
分
な
ス
ペ

ス
。
な
ど

【
現
あ
わ
く
ら
会
館
の
良
い
点
】

・･･
託
児
所
と
幼
稚
園
を
一
緒
に
で
き
な
い
か
。

も

と
広
く
、
の
び
の
び
と
過
ご
せ
る
施
設
が

必
要
で
は
な
い
か
。

防
犯
、
耐
震
性
の
確
保
が
さ
れ
て
い
な
い
。

園
庭
が
な
く
、
外
で
の
び
の
び
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
な
い
。

給
食
設
備
が
な
い
。

階
段
や
段
差
が
あ
り
危
険
。

【
現
子
ど
も
館
の
問
題
点
】

・・・･･･

駐
車
場
に
面
し
て
い
る
た
め
危
険
。
　
　

な
ど

･【
現
駐
車
場
等
屋
外
ス
ペ

ス
の
問
題
点
】

・・・･・【
現
駐
車
場
等
屋
外
ス
ペ

ス
の
良
い
点
】

国
道
に
近
い
。

今
の
ま
ま
で
十
分
。
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

・・

10
2020

65
30
109

40
92

50
15160

210

70
109

80
169

12
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28
64

112
154
160

203
209

253
254
258

312
458

475
520

0 100 200 300 400 500

◆新施設を検討する上で、どのような点を重視しますか？

◆新施設に加えて必要な機能・設備（屋内施設）

◆新施設に加えて必要な機能・設備（屋外施設）

63 

69 

86 

128 

143 

179 

283 

0 50 100 150 200 250 300

37

181

197

0 50 100 150 200

公
園
に
遊
具
や
砂
場
、
散
歩
や
体
力
づ
く
り
が

で
き
る
設
備
等
。

図
書
館
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
ス
ペ

ス
。

日
用
品
、
雑
貨
の
売
店
、
コ
ン
ビ
ニ
。

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ

、
Ａ
Ｔ
Ｍ
。

公
衆
ト
イ
レ
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
。
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

・・･･･・

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
。

朝
市
や
フ
リ

マ

ケ

ト
。

上
映
会
や
ト

ク
イ
ベ
ン
ト
。

中
学
生
、
高
校
生
が
休
日
に
集
ま
り
た
く
な
る

フ
リ

ス
ペ

ス
。

誰
で
も
利
用
で
き
る
健
康
促
進
施
設(

ト
レ

ニ
ン
グ
ル

ム
）。

同
窓
会
、
誰
で
も
集
え
る
ス
ペ

ス
。
　

な
ど

・・・･･・
ウ

キ
ン
グ
プ

ル
を
作

て
欲
し
い
。

総
合
窓
口
の
よ
う
な
も
の
を
設
置
し
て
欲
し
い
。

ぽ
ん
ぽ
こ
園
を
早
く
新
し
く
し
た
ら
い
い
。

図
書
館
の
利
用
時
間
を
拡
大
し
て
ほ
し
い
。

図
書
館
の
中
に
カ
フ

の
ス
ペ

ス
を
。
色
々

な
人
が
気
軽
に
使
え
る
施
設
。

木
材
の
新
し
い
活
用
法
の
モ
デ
ル
と
な
る
庁
舎
に
。

エ
コ
で
安
全
な
施
設
の
早
期
建
設
を
。

体
育
館
が
使
え
な
い
な
ら
、
コ
ン
ベ
ン
シ

ン

ホ

ル
も
使
え
る
よ
う
に
。

財
政
負
担
が
少
な
く
で
き
る
範
囲
内
で
の
検
討
。

他
の
施
設
で
役
場
業
務
を
行
う
。

村
民
が
減
少
し
て
い
る
の
に
大
型
施
設
を
建
設

し
て
も
利
用
者
は
増
え
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま

ず
、
補
修
な
ど
現
施
設
を
利
用
で
き
る
方
法
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
　
　
　
　
　

な
ど

・・・･･・・・・・
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　狂犬病は人畜伝染病の一つで、日本国内では近年発生が確認されていませんが、他の多くの国々では現在でも発
生しています。人や犬が感染発症した場合、ほぼ 100％死亡する極めて恐ろしい病気です。あなたの愛犬がいつ感
染し、誰に危害を加えるかわかりません。
　平成 27年度は下記の日程で集団狂犬病予防注射を行いますので、必ず注射を受けさせましょう。

【日時及び会場】
①　平成 27年 4月 16 日（木）
　・大茅公民館　　　　　13:30 ～ 13:40
　・坂根公民館　　　　　13:50 ～ 14:00
　・あわくら温泉駅　　　14:10 ～ 14:20
　・塩谷公民館　　　　　14:30 ～ 14:40
　・よりみち前駐車場　　14:50 ～ 15:00
　・引谷公民館　　　　　15:10 ～ 15:20
　・中土居公民館　　　　15:30 ～ 15:40
　・筏津公民館　　　　　15:50 ～ 16:00

②　平成 27年 5月 21 日（木）
・よりみち前駐車場　　　10:00 ～ 11:00

※今年から時間割が変更になっています。
計画的に受けるようにしましょう。

【注射等に必要な料金】
①　注射のみの場合　　　　　　　  2,800 円（注射済票交付手数料を含む）
②　登録料（新規登録の犬のみ）　　3,000 円
③　注射済票交付手数料　　　　　 　550 円
　

【狂犬病予防注射を受けられましたら…】
①　集合注射会場で受けられた方
　　会場で注射済票交付手数料と引き換えに交付する注射済票を犬の首輪につけてください。
②　動物病院等で個別に受けられた方
　　保健福祉課窓口にお越しいただき、注射済票交付手数料と引き換えに交付する注射済票を犬の首輪につけてください。
　　手続きに必要なもの：動物病院等で発行された狂犬病予防注射済証及び注射済票交付手数料

犬の飼い主には・・・
　①飼い犬の登録をすること
　②飼い犬に年 1回の狂犬病予防注射を受けさせること
　③犬の鑑札と注射済票を飼い犬に装着すること　　　　が法律により義務付けられています。
■飼い犬の登録は済んでいますか？
　　飼い犬を登録する目的は、犬の飼い主を明確にすることです。これにより、どこに犬が飼育されているかを把
　握することができ、狂犬病が発生した場合にその地域において迅速かつ的確に対応することができます。
　　生後 91日以上で登録手続きがまだ済んでいない犬の飼い主の方は、いきいきふれあいセンターにて、登録手
　続きをしていただく必要があります。引っ越しした場合や亡くなった場合にも届け出が必要です。
■ペットも大切な家族です
　　一度飼い始めたペットには愛情を持って接し、家族の一員として寿命をまっとうするまで飼い続けることが、
　飼い主としての責任です。また、繁殖を望まないならば避妊去勢手術を受けさせ、不幸な動物を増やさないよう
　にしましょう。
■ご近所への迷惑にならないように飼ってください
　　ペットの放し飼い、鳴き声やフンなどでご近所に迷惑をかけていませんか？
　　「清潔な環境」「しつけと適度な運動」「散歩中のフンの片づけ」を心がけましょう。
　　あなたのペットをトラブルの原因にしないようにしてください。
■もしも飼うことができなくなったら？
　　やむを得ない事情でペットを飼い続けることができなくなったら、新しい飼い主をみつけるよう努力してください。
　　かわいそうだからと山野に放すと、無残な死を迎えるか野生化して人間に危害を及ぼすこともあります。
　また、動物の種類によっては生態系に影響を及ぼすこともあります。
　ご不明な点は、岡山県動物愛護センター（TEL.086-724-9512）にご相談ください。
　岡山県動物愛護センターＨＰ　http://www.pref.okayama.jp/soshiki/191/
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軽自動車税の税制改正等について
　平成２６年度の地方税法の一部改正により、平成２７年度からの軽自動車税の税率が引き上げとなります。
　また、平成２８年度から三輪車以上の軽自動車はグリーン化を進める観点から、最初の初度検査年月から
１３年を経過した車両については新税率の概ね２０％の重課税率となります。

平成２８年度から税率が引き上げとなります。
【原動機付自転車等】

※原動機付自転車等２輪車については、平成２７年度から税率が引き上げとなる予定でしたが、１年間延期
され平成２８年度から引き上げとなりました。

【三輪以上の軽自動車】
平成２７年度から初度検査年月によって適用となる税率が異なります。

車種区分
税率（年額）

平成２６年度
※ 1現行税率

平成２７年度
※ 2新税率

平成２８年度
※ 3重課税率

軽自動車

3輪のもの 3,100 円 3,900 円 4,600 円

4輪以上のもの
乗用 営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

貨物用 営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

１　現行税率の適用車
　平成２７年３月３１日までに初度検査を受けた車両で初度検査から１３年を経過するまで適用となります。
２　新税率の適用車
　平成２７年４月１日以降に初度検査を受ける車両で初度検査から１３年を経過するまで適用となります。
３　重課税率の適用車
　平成２８年度から、初度検査から１３年を経過した環境負荷が大きい車両で新税率の概ね２０％の重課税率が適
　用となります。

車種区分 税率（年額）
平成２７年度まで 平成２８年度から

原動機付自転車 50ｃｃ以下 1,000 円 2,000 円
50cc 超 90cc 以下 1,200 円 2,000 円
90cc 超 125cc 以下 1,600 円 2,400 円
ミニカー 2,500 円 3,700 円

小型特殊自動車 農耕作業用のもの 1,600 円 2,400 円
その他のもの 4,700 円 5,900 円

軽２輪 125cc 超 250cc 以下 2,400 円 3,600 円
2輪の小型自動車 250cc 超 4,000 円 6,000 円

　広報 3月号に掲載しました、平成２７年度国民健康保険税の税制改正のお知らせで、低所得者に対する
国保税軽減措置の拡充について、記載に誤りがありました。
正しくは、　　で囲んだとおりです。大変ご迷惑をおかけしました。

訂正のお知らせ訂正のお知らせ
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『『 』』

　２月から出し物やかざりつけの準備をしてきまし
た。自分たちで会を開いたりサプライズを考えたり
するのは楽しいけれど、その中には大変なこともあ
ることを学びました。どうやったら６年生が楽しく
卒業できるか。どうやったら６年生に恩をかえせる
か、なやみました。　　　　　　　　豊福　乃碧

　この会は、卒業生と在校生の最高の思い出をつ
くること、卒業生に気持ちのよい笑顔で卒業して
もらうこと、この二つの目標で行いました。当日
の卒業生の笑顔を見て、私は６年生を送る会は大
成功したと感じました。うれしかったです。
　　　　　　　　　　　　　　　　國里　風歌

　僕はお世話になった６年生に恩返しができるよう
に、一生けん命に準備をしました。当日は、どの学
年も６年生との良い思い出にしようとがんばってい
ました。最後に６年生がアーチをくぐりぬけた時、
こんどは僕たちが最高学年の自覚を持って、６年生
の意志を受け継いで　西粟倉小学校をもっとよくし
ていこうと思いました。　　　　　　福島　颯樹

　６年生は全校の出し物を楽しそうに見ていまし
た。５年生はダンス「あったかいんだから」　をお
どりました。６年生の心をあたためることができた
と思います。他の学年のみんなががんばってくれた
ので、良い会にすることができました。ぼくたちで
６年生の意志を受け継いでいきたいです。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　井上　翔陽

　５年生は、全校のことや６年生のことを考えな
ければいけないので、大変でした。でもこの会を
準備をする間に、６年生が私たちに教えてくれた
ことを考えることができました。下級生にやさし
い６年生をまねして、私もみんなにやさしい人に
なりたいです。　　　　　　　　　小林万由加

　３月６日に６年生を送る会を行いました。これまでお世話になった
６年生に、在校生が感謝の気持ちを伝える大切な会です。リーダーを
バトンタッチされた５年生にとっては、全校に呼びかけ全校を動かす
最初の集会でもありました。各学年が心をこめて６年生への気持ちを
表しました。会場はたくさんのありがとうと、笑顔にあふれ、心に残
る会になりました。

　高学年としてがんばっていこうと思いました。
３月に入ると、自分たちの事だけでなく全校の事
を考えて準備をしました。そしてその日がやって
きました。１～４年生まで出し物で楽しくしてく
れました。５年生は「６年生に感謝し自分たちが
全校をひっぱって行きます。」という思いで、出
し物をしました。　　　　　　　　青木　夏蓮

　会をする前に心がまえを考えました。６年生は
あとわずかで卒業なので、いい思い出になるよう
にがんばろうと思いました。当日までにかざりつ
けなど大変だったけど、なんとかやりとげました。
６年生を送る会は大成功だったと思います。今度
は、ぼくたちが学校をひっぱっていきます。
　　　　　　　　　　　　　　　井上　洸太郎

　６年生が最後に花のアーチをくぐって帰っていき
ました。ふりかえると、これはこうしたほうがいい
とか、こっちだろうとみんなと話し合って協力した
から成功できたんだと思いました。苦労している時、
絶対成功させてやるという気持ちでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　延東　大資
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の

じ
た

を

を
も
っ
て

き

め
！

　最後の給食で栄養教諭
の住岡先生にお礼をメッ
セージを贈りました。

３年生を送る会３年生を送る会
　3月 16日に「３年生を送る会」を行いました。
１年生からは「１年間の思い出」パワーポイント、２年
生からは３年生一人一人に「贈る言葉」を、先生方から
は歌と華麗なパフォーマンスを贈りました。３年生から
お礼の言葉の後、みんなでジェスチャーゲームをして楽
しみました。

学校関係者評価委員会　開催学校関係者評価委員会　開催

　３月２日に学校関係者評価委員会を開催し
ました。中学校の様子をお話しし、来年度の
学校運営についてのご意見を伺いました。た
くさんの貴重なご意見をいただき、ありがと
うございました。

卒業おめでとう !!卒業おめでとう !!

第 68回卒業証書授与式【3月 17 日】
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児 童 書  　
・『ブラックオアホワイト』　　　　　浅田次郎／著
・『火星に住むつもりかい？』　　　伊坂幸太郎／著
・『親鸞完結編　上・下』　　　　　　五木寛之／著
一 般 書
・『たまごにいちゃんといっしょ』
　　　　　　　　　　    あきやまただし／え、さく
・『コッコさんのおみせ』　　　　片山健／さく、え
・『きゅっきゅっきゅっ』　　　　林明子／さく、え
・『トンネルに消えた女の怖い話』
　　　　　　　　　    クリス・プリーストリー／著
・『ぼくのネコにはウサギのしっぽ』　 朽木祥／さく

一般書
『ハケンアニメ！』　　　　　　　辻村深月／著
　ふたつの番組を巡り、誰かの熱意が、各人の思惑
が、次から次へと謎を呼び新たな事件を起こす！　
熱血お仕事小説。

開館時間：１０：００～１７：００
休 館 日：祝祭日、年末年始
４月のお休みは２９日です。
５月のお休みは３～６日です。

★４月２３日は『子ども読書の日』★
　４月２３日～５月１２日は子ども読書週間で
す。
　この期間中に高校生以下の子どもを対象にビ
ンゴイベントを行います。
　本を読んで素敵なプレゼントをもらっちゃお
う！

　お問い合せは

子ども館　２７９－２５６６

教育委員会２７９－２２１６

　平成 26 年度のパンダ組（年長）は 12 名。4月から
は幼稚園児になる子どもたちです。
　春の訪れを間近にした 3月 12 日（木）、佐用町へ卒
園プチ遠足に出かけました。
　この日は朝から子どもたちもウキウキ、ソワソワ。
バスで大原駅まで行き、電車の旅のスタートです。

　佐用についた後は、100 円ショップでお買い物も
しました。お父さんやお母さんと来る買い物と違って、
自分で選んでお金を渡す買い物はなんだかちょっと、
お兄さん、お姉さんになった気分です。
　遠足を終えた子どもたちからは、冒険をやりきった
自信もうかがえました。幼稚園でもしっかりがんばっ
てくれることでしょう。
　わが子の遠足を見つからないように、変装もして見
守っていただいた保護者のみなさんもお疲れ様でし
た。（笑）
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Vol.24

　

３
月
25
日
に
、
１
年
の
総
ま
と
め
と

し
て
、「
百
年
の
森
林
事
業
実
績
報

告
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
方
々
は
、
平
成

26
年
度
、
西
粟
倉
で
ど
の
よ
う
な
森
林

整
備
が
行
わ
れ
た
の
か
、
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ご
参
加
く

だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
も
、
さ
ら
に
力
を
入
れ

て
、
み
な
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
森

林
を
で
き
る
だ
け
多
く
整
備
を
し
、
よ

り
美
し
い
西
粟
倉
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

す
。

　

村
内
で
の
間
伐
材
の
利
活
用
に
も
注

目
で
す
。

＜平成２６年度の長期契約＞

＜平成２７年度の森林整備予定＞

＜平成２６年度の森林整備実績＞

西粟倉村全体図
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林
業
で
が
ん
ば
る
若
手
の
コ
ラ
ム

　

出
身
は
岡
山
県
で
す
が
、
大
学
は
関
東
圏
の
大
学

に
進
学
し
ま
し
た
。
大
学
を
卒
業
し
関
東
圏
で
就
職

を
し
ま
し
た
が
、
ビ
ル
ば
か
り
に
囲
ま
れ
て
生
活
を

す
る
こ
と
に
疲
れ
て
し
ま
い
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
場

所
や
環
境
で
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
木
薫
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

営
業
で
入
社
し
ま
し
た
が
、
研
修
期
間
で
は
「
山

仕
事
」
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
に
伐

倒
す
る
こ
と
が
メ
イ
ン
で
し
た
。
木
を
切
っ
た
際
に

木
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
「
バ
リ
バ
リ
バ
リ
」

と
激
し
い
音
を
た
て
て
倒
れ
て
行
く
姿
は
と
て
も
感

動
的
で
、
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
慣
れ
て
く

る
と
伐
倒
方
向
も
考
え
、
狙
っ
た
箇
所
に
倒
す
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

山
仕
事
の
中
で
何
度
か
死
に
か
け
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
自
分
が
伐
倒
し
た
い
方
向
と
真
逆
の
方
向
に

「
山
仕
事
の
大
切
さ
」

倒
れ
て
危
う
く
下
敷
き
に
な
り
そ
う
に
な
っ
た
り
、

伐
っ
た
木
が
足
を
か
す
め
て
倒
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　

で
も
、
こ
う
し
た
「
山
仕
事
」
が
あ
り
、
伐
ら
れ

た
木
が
工
場
で
加
工
さ
れ
て
、
よ
う
や
く
商
品
と
し

て
お
客
様
の
元
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
「
山
仕
事
の
大
切
さ
」

を
皆
様
に
伝
え
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

「
洗
濯
板
」

（株）木の里工房 木薫
小
お さ か だ

坂田　宏
ひろし

志 (美作市出身 )
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　教育振興基本計画では、わたしたちの村で
育てて行きたい人の姿の一つとして、「人・地
域・自然ふるさとの絆を大切にできる子ども」
を掲げています。
　また、「ふるさとの人や自然に学ぶことが子
どもたちの生きる力をより大きなものにして
いく」と考えており、これらの西粟倉の特色
ある教育の取り組みの一つとして位置づけて

います。
　現在、幼稚園・小学校・中学校ではそれぞれ特徴的な取り組みが
行われていますが、これを継続し、幼小中一貫した流れをつくり、
学校園・地域・村・村外がもっとつながるためには学校園の取り組
みをサポートする人材が必要です。村では、この度西粟倉小学校を
退職した鳥越厳之氏を ” 特色ある教育コーディネーター ” として迎
え、村の特色ある教育をより充実強化していきたいと考えています。
　教育委員会に席をおき、学校園での活動を中心にふるさとを学び
活かすための新しいネットワークづくりにも取り組んでいきます。

鳥越　厳之氏

何往復できるかな？何往復できるかな？
シャトルランシャトルラン

長座体前屈長座体前屈
     やわらかい     やわらかい

何回できますか？何回できますか？
      上体起こし（腹筋）      上体起こし（腹筋）

うまくバランスを取りましょううまくバランスを取りましょう
開眼片足立ち開眼片足立ち 最後はリラックス♪最後はリラックス♪

       アロマフットセラピー       アロマフットセラピー 結果はどうだったかな？結果はどうだったかな？

　    　　　　　　
        　  事異動（平成２７年 4月 1日）人
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黄金泉イベントカレンダー 4月分　配布中 !!　　
　入浴割引や会員情報などお得にご利用出来る
情報とイベント情報も盛り沢山 !! 是非ご利用
下さい !!
★ゴールデンウィーク先取り情報
　５月５日こどもの日は、小学生以下は無料。

★ゴールデンウィーク営業
　ゴールデンウィークは夜の営
業も行います。
　旬の食材を使用したバイキン
グを是非ご賞味ください !! 
５月２日（土）～５月６日（水） 
１７：3０　～　２０：３０（ｵｰﾀﾞｰｽﾄｯﾌﾟ２０：００）
★４月の定休日
４月は１６日（木）２３日（木）
２日間定休日とします。

さらに５月５、６日
ご利用のお子様には
ちょっぴり嬉しいプレ
ゼントをご用意してお
待ちしております。

★レストランメニューを
春メニューへ変更しております。

●道の駅

●あわくら温泉●あわくら温泉

◇かんじきツアーを
　　　３月 8日（日）に
　　　　　　　　開催しました◇
　心配していた天候も当日は最高の晴天となり、大茅ス
キー場からダルガ峰休憩舎までの往復約５kmを爽快に歩
くことができました。
　例年、村の雪山（ダルガ峰や駒の尾山、若杉原生林など）
は３月上旬になると積雪も固まり、とても歩きやすく、初

春から秋の若杉原生林も多くの方が訪れますが、冬の若杉原生林を歩いてみるのも楽しいですよ！　

心者でも楽しみやすい雪山歩きが行える様になります。
　参加された方も村の雪や自然、景観などに親しみを感じてもらえた１日に
なったのではないでしょうか。
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　日帰り温泉として、カフェとして、日常的にお気軽にご利用ください。
お友達が遠くから西粟倉に遊びにくる際は、ゲストハウスとして宿泊の
ご利用をご紹介ください。ゲストハウスとは、旅館とは異なり宿泊者ご
自身で布団を敷いたり相部屋も選べる分、価格が少しお安く気軽に泊ま
りやすいスタイルです。村内外のいろんな世代や分野の人と出会って交
流できることが魅力のひとつです。カフェでは、コーヒー類や、焼き菓
子などをご用意しています。平日はご予約をいただければ、日替わりラ
ンチのご準備もできます。営業時間やご利用料金等の詳細は、折り込み
のチラシをご参照のうえ、お越しくださいませ。

主な機能は、日帰り温泉＋ゲストハウス（簡易宿泊）＋カフェ

子育て世代が気軽に立ち寄れる場所に。見守りあえる関係性を。

　リニューアルに際して改装を行いました。（設計：安部 良アトリエ一
級建築士事務所 / 施工：春名材木店）ポイントは、入り口にあるパーゴ
ラ（藤棚のようなもの）とテラスです。テラスでこどもがのびのび遊ん
でいる姿を、訪れたおじいちゃんおばあちゃんが腰をかけて笑顔で見守
っている姿を思い浮かべながらつくりました。日頃子育てを頑張ってい
るおかあさんが深呼吸して子育ての喜びを改めて感じられる、そんな場
所になればいいなと願っています。わたしたちも小さなこどもたちを育
てながら運営しています。訪れてくださるみなさんと一緒に、世代や地
域をこえた関係性を元湯でつくっていきたいです。 

　元湯のキッチンにはおくどさんを新たに設置。宿泊していただいた方
の朝食には薪で炊いたごはんを提供します。エントランスには薪ストー
ブを置き、2016年を目標にボイラーも薪に切り替えます。薪を使うのは、
手もかかるし火が危ないと思われるかもしれません。しかし、木や火と
のつき合い方を感覚的に学んでいくことは、こどもにとっても、大人に
とっても大切なことだと考えています。

薪や火がある暮らしをそばに。

◆こどもが遊べて大人も楽しめる空間を心がけています◆授乳室を用意し
ました◆脱衣所にベビーベッド・お風呂場にベビーバスチェア・自然由来
のベビーソープを用意しています◆カフェのお菓子は白砂糖を控えた優し
い甘みのものを手づくりしています◆授乳中にも飲みやすいカフェインフ
リーの飲み物（玄米コーヒー、穀物コーヒーなど）もあります

シンプルで本物の素材を。友達の家のような気軽さで。

　風呂場の石鹸類はシンプルな素材のものを選んでいます。汚れはお湯
だけでも充分に落ちて環境にもやさしいうえ、肌も自然な美しさが生き
てくると考えています。その前提のもと、なにかを選んで使うならばこ
れが良いと考えるものを置いています。風呂上がりの肌にオススメでき
るものとして、オーガニックの精油を加えた良質な椿油（東京の離島、
利島産）を販売しております。（村内の油屋「ablabo.」プロデュース　
※ 詳細は http://ablabo.org/）カフェで提供する食べものや飲みものは、
プロの料理人ではないけれど、一家のおかあさんが自分の家族の身体や
友達の喜ぶ顔を想ってつくるように愛情を込めて。にぎやかで、ゆった
りとした時間を過ごしに、友達の家に遊びに行くような感覚で、お気軽
にお越しくださいね。

4 月 18 日（土）10:00 ～
リニューアルオープン

　

大人 600 円　　→ 500 円
小学生 300 円　→ 250 円

〒 707-0503
岡山県英田郡西粟倉村影石 2050
電話番号 0868-79-2129
ファックス 0868-79-2120
Email:motoyumotoyu@gmail.com

◆ http://motoyu.asia/（基本情報＋女将 blog 更新中）◆ http://www.sonraku-energy.com/（村楽エナジー株式会社）

　この度、元湯の運営を任せていただくこ
とになりました、村楽エナジー株式会社（代
表：井筒 耕平 / 大茅在住）です。元湯以
外の主な事業は、黄金泉の薪ボイラーへの
熱供給（薪の製造・運搬・投入）などです。
スタッフは 20 代から 30 代を中心とする
６名です。みなさん、どうぞよろしくおね
がいします！
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　村民の皆さんこんにちは。地域おこし協力隊の三宅です。
　前回は全国で増加する空き家についてお伝えしましたが、今回は空き家の問題点
についてお伝えします。
　日常的に管理されていない空き家が引き起こす問題は、主に次の 4種類に分類
されます。
　①放火による火災
　②老朽化や自然災害による倒壊
　③不審者や動物による侵入
　④景観の悪化　　　　です。
　まず①放火による火災について。日本全国の総出火件数が 25,260 件。
出火原因の 1位は「放火」で 2,498 件（9.9％）、4位の「放火の疑い」1,811 件（7.2％）を合わせると 4,309
件（17.1％）と、実にすべての火事の 6件に 1件は「放火」または「放火の疑い」が出火原因となっ
ています。（消防庁調べ（平成 26年 1月～ 6月））
　一体どのようなものが狙われやすいのでしょうか？それは「管理の行き届いてない建物」です。放火
犯が嫌うのは人目につくことです。管理の行き届いてない建物は人目につきにくいだけでなく、ゴミな
どの可燃物が放置されている場合もあり、ひとたび放火犯の標的になれば近隣への被害をもたらす可能
性もあります。
　放火の被害にあわないためにも、建物周辺に可燃物を放置せず適正に管理することが大切です。みな
さんのお近くにこのような建物はありませんか？
　次回は②老朽化や自然災害による倒壊についてお伝えします。

　５月１１日（月）から５月２０日（水）までの１０日間、「平成２７年春の交通安全県民運動」が県
内一斉に展開されます。また５月２０日（水）は「交通事故死ゼロを目指す日」です。
　ドライバーの方はもちろん、県民すべての皆さんで、交通事故を起こさない、また交通事故に遭わな
いよう安全な行動を心がけましょう。
◆夜間の事故が多発しています。高齢者のみなさん、夕方・夜間に外出するときは、明るい色の服を着
　て、夜光タスキなどの反射材用品やＬＥＤライトを必ず身につけましょう。
◆多くの高齢者が交通事故の犠牲となっています。ドライバーのみなさん、運転中に自転車に乗ったり、
　歩いたりしている高齢者の方を見かけたら、速度を落として十分安全を確かめてから進むようにして
　ください。また、高齢運転者標識（高齢者マーク）をつけた車を見かけたときも、思いやりのある運
　転を心がけましょう。
◆飲酒運転は厳禁です。飲酒量の多少にかかわらず、「飲んだら乗るな・乗るなら飲むな」を徹底しましょ
　う。
◆子どもの安全を守るのは親の責任です。６歳未満の子どもを車に乗せるときは、子どもが嫌がっても、
　チャイルドシートを必ず使用しましょう。使用にあたっては、きちんと正しく取り付けましょう。

【最重点目標】
　　子どもと高齢者の交通事故防止
【重点目標】
 ○全国共通重点目標
　・自転車の安全利用の推進（特に、岡山県自転車安全利用５則の周知徹底）
　・全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　・飲酒運転の根絶
 ○県内の交通事故発生状況を踏まえた重点目標
　・交差点における安全な通行の徹底（うっかり・ぼんやり・脇見運転の防止）
　・スピードダウンの励行
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●募集種目
　・技術（海・空）幹部
　・技術（海・空）曹
●受付期間
　平成２７年５月１５日まで
（自衛官候補生　男子は、年間を通じて行っています）
●応募資格
　・技術（海・空）幹部
　　平成２７年４月１日現在で、海上は大卒３８
　　歳未満、航空は大卒４５歳未満
　・技術（海・空）曹
　　平成２７年４月１日現在で、２０歳以上で国
　　家免許資格取得者
●試験日　
　・技術（海・空）幹部　６月２９日（月）
　・技術（海・空）曹　　６月２６日（金）
●試験場所等
　試験場、受験番号等は別途、各人に通知します。
●お問合せ
　自衛隊岡山地方協力本部津山出張所
　電話：0868-22-5637

平和を、仕事にする。
陸・海・空 自衛官陸・海・空 自衛官

　協会けんぽは、中小企業等で働く従業員とそ
の家族の皆様が加入する健康保険です。
　平成２７年４月分（５月納付分）から岡山支　
部の健康保険料率は１０．０９％、４０歳から
６４歳までの方が対象となる介護保険料率も
１．５８％に変更されます。（任意継続被保険者
の方は平成２７年５月分から変更。）
　３月（４月納付分）の健康保険料率は
１０．０６％、介護保険料率は１．７２％で２６
年度と同率です。
お問合せ　協会けんぽ岡山支部
　　　　　電話：086-803-5780

　岡山県男女共同参画推進センター（ウィズセン
ター）では、チャレンジ支援事業として、結婚・
出産・育児・介護等でいったん仕事を中断し、再
就職を希望する女性を対象に就業に関する基礎知
識やエクセル３級程度のパソコン基本操作等を習
得する講座を開催します。
・申込受付
　平成２７年５月９日（土）から５月２２日（金）
　までに受講申込書を郵送でウィズセンターにお
　送りください。
・受講期間
　平成２７年６月１０日（水）～７月１６日（木）
　期間内の水～土曜日の２２日間
　10:10 ～ 16:00
・会場
　アビリティ編・スキル編
　津山男女共同参画センター「さん・さん」
　（津山市新魚町１７　アルネ・津山５階）
・応募資格
　結婚・出産・育児・介護等でいったん仕事を中
　断し、再就職を希望する女性で２２日間出席で
　きる方
・受講料
　無料　ただし教材費・検定受験料は実費負担（合
　計１万円程度）
・募集人数
　１５名（選考により決定）
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おしえて ね んきん
　２０歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。
しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の
納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修
学校及び各種学校（修業年限 1年以上である課程）に在学する学生等で、ご本人の前年所得が次の計
算式で計算した金額以下であることが条件です。

☆　詳しくは、津山年金事務所（TEL0868-31-2360）までお問い合わせください。

　所得が少ないときや失業等により保険料を納めることができない場合には、本人の申請によって、保
険料の納付が免除される制度があります。
①免除（全額免除・一部免除）申請本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合や、
　失業等の事由がある場合に、保険料が全額免除または一部免除となります。
②若年者納付猶予申請 30歳未満の方で、本人、配偶者それぞれの前年所得が一定額以下の場合に、納
　付が猶予されます。
③学生納付特例申請学生の方で本人の前年所得が一定額以下の場合に、納付が猶予されます。
　※付加年金または国民年金基金に加入中の場合、免除等が承認されると脱退となります。

〈所得のめやす〉１１８万円＋ ｛ 扶養親族等の数×３８万円｝

　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までとなりますが、承認を受けた次の年度も在学予定で
ある場合、４月始めに再申請の用紙が送られてきますので、引続き学生納付特例制度をご希望の場合は、
必要事項を記入の上ご返送ください。

■過去 2年まで遡って免除申請ができます
　一定の将来期間のほか、過去 2年（申請月の 2年 1カ月前の月分）まで遡って免除を申請できます。
ただし、申請が遅れると万一のときに障害年金が受け取れないなどの不利益が生じる場合がありますの
で、すみやかに申請してください。
■「納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と「未納」の違い
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西粟倉村社会福祉協議会　

　　　　　　　　　２７９－２５６１

ゆうゆうハウス　　２７９－２８６１

ひだまり　　　　　２７９－２１００
　3月 5日（木）に西粟倉小学校 6年 11 名がゆうゆ
うハウスに元気を届けに来てくれました。
　毎年恒例の自分たちで作った「元気グッズ」を持っ

　3月 2日 (月 ) に『つるし雛づくり』イベントを行いました。当日は、
17名の参加がありました。今年は、紙とはさみを使ってひな飾りを
作りました。手先を使う作業が多かったので皆さん頭を使われていま
した。自分好みのいい作品に仕上がっていました。
　今後も色々なイベントを開催していきますのでお楽しみに♥

　よりみちでは、毎月「スカットボー
ル杯」を行っています。
誰でも出来る簡単な競技です。
スティックでボールを打ち、得点を競
うものです。

「よりみちスカットボール2月杯」
【成績発表】
優　勝　芳野　篤子さん　40点
　〃　　木村百合子さん　40点
第 3位　春名　義昭さん　37点

　今年の冬も雪かきボランティアに登
録して下さった皆さまご協力ありがと
うございました。
　今年度はボランティアセンターの体
制も強化して行く予定です。

　利用者の皆さんが「リハビ
リ」の一環としてぬり絵やち
ぎり絵などの作品を作成され
ています。
一部ですがご紹介します。

て来てくれました。元気グッズの説明
の後、6年生全員で息の合ったダンス
を披露してくれました。利用者の方は、
笑顔で手拍子を打ち楽しんでおられま
した。最後は、「挨拶タッチ」をして
子どもたちと触れ合っていました。
　今後もこのような子どもたちとの交
流がたくさんできるといいですね。

　今後も皆様のご協
力をよろしくお願い
致します。
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　    　　　　　　　　　平成 2７年 3月１日現在
　　　　 の動き　　　
●人口　  １，５２5人（－ 4）
　　男　　　７０６人（－１）
　　女　　　８１９人（－３）
（２月中の異動：死亡１人、転入１人、転出４人）　

●世帯　　　５７２戸（±０）

人 　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　意の窓　　　社会福祉協議会から
(Ｈ 27.2.21 ～Ｈ 27.3.20 まで )

●おめでとうございます
別　府　白岩　俊三様　三女　めぐみ様　結婚内祝
大　茅　宮崎　薫　様　次女　真妃　様　結婚内祝

善

( Ｈ 27.2.12 ～Ｈ 27.3.20 まで )
●幸せ多い人生を
・  白岩　  伸也さん    （別　府）
　（三宅）  和子さん　 （岡山市）
・  矢部　  好史 さん　（大　茅）
　（春名）  美恵 さん　（美作市）

司法書士による無料法律相談会

●開催日時：平成 27年 5月 9日（土）
　　　　　　　　　　　　　（毎月第 2土曜日）
　　　　　　10:00 ～ 12:00
●開催場所：美作市民センター
　　　　　　　　　　　　　（美作市役所となり）
　　　　  美作市栄町 35番地  0868-72―1135
●登記による相談（相続、贈与、売買、建物、
　会社の登記）、成年後見に関する相談、多重
　債務、破産に関する相談、境界に関する相談、
　その他、法律のことで、日頃からお悩みの問
　題について、ぜひご相談ください。
●主催：岡山県司法書士会津山支部
　　　　つやま総合相談センター
●問い合わせ先：つやま総合相談センター長
　　　　　　　　司法書士　濱田正典
　　　　　　　　電話：0868-20-1155
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古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と

森林の再生に取り組み岡山県西粟倉村との連携

により実現した「森の町内会－間伐に寄与する

紙－」を使用しています
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　グラウンド・ゴルフとは
ゴルフをアレンジした新し
いスポーツとして、1982

年鳥取県東伯郡泊村にて考案されました。
　ルールが非常に簡単なのでわかりやすく、今
や日本国内だけでなく海外にまで普及発展して
います。
　天岡公園内の旧テニスコート跡地に、グラウ
ンドが整備され、４月には桜が咲き、藤の花、
どうだんつつじ、卯の花等が、次々と咲き誇り、
小鳥特に鶯がお盆の頃まで我々の耳を楽しませ
てくれます。
　そんな中、外回り、内回り各４ホールの合計
８ホールをクラブでボールを打ちながら回りま
すが、そのボールのカーンと言う音が天岡に響
きスカッとします。
　そして、８ホールを終え合計打数の少ない人
から順位を決定します。プレー中のエネルギー
消費量を計ってみると、2ラウンド中の平均エ
ネルギー消費量は２３２キロカロリー。これは
約１時間のウォーキングのエネルギー消費量に
相当します。厚生労働省では１日１万歩歩くこ
とを奨励していますが、一般の人がこの歩数を
こなすには７０～８０分かかり、２ラウンドの
プレー時間がちょうどこのくらい。みんなで楽
しくプレーしているとあっという間に時間が過
ぎ、知らないうちにかなりの歩数を歩いて、カ
ロリーを消費しています。
　どう攻めようかと作戦を立てたり、力加減や
方向を見定めたり、本当に頭を使うスポーツで
す。無意識のうちに脳や筋肉の連携が高まると
ともに、多人数でプレーするので自然に仲間同
士のコミュニケーションも培われます。皆さん
も一緒にグラウンド・ゴルフを始めましょう。
ご連絡ください。
西粟倉グラウンド・ゴルフ協会　山本通義
電話：２７９－２０２０まで

【西粟倉村
　体育協会】
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